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JICA 教師海外研修 学習指導案・授業実践報告書 

 

【実践者】 

 

【実践概要】 

1. 単元(活動)名 

「人に出会う・夢に出会う」 自分の生き方を考えよう ～ザンビアとの出会いを通して～ 

2. 単元目標 

単元目標： 

多様な人々と協力し合い、よりよい社会を築くために、知ることを通して自分の課題や社会の

課題に気付く重要性を理解することができる。また、これからの未来をどのように生き、どのよう

に社会に関わっていけばよいか、自己の生き方について考え、行動しようとする態度を養う。 

 

関連する学習指導要領上の目標： 

・探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解

決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成することを目指す。 

（総合的な学習の時間） 

・みんなで協力し合ってよりよい社会をつくるとともに、 様々な集団の中での自分の役割を自覚

して集団生活の充実に努めること。 

・他国の人々や文化について理解し、日本人としての自覚をもって国際親善に努めること。 

（特別の教科 道徳） 

3. 単元の評価規準 

①知識及び技能 世界には多様な文化や価値観があることを理解している。 

②思考力、判断

力、表現力等 

様々な国の文化や人の生き方を参考に、よりよい社会を築

くために必要なことや自己の生き方について考えることが

できる。 

③主体的に学習

に取組む態度 

これからの未来をどのように生きていきたいかについて、

他者との対話や協働を通して、自分の考えを深めようとし

ようとしている。 

4. 単元設定の理由・

単元の意義 

（児童/生徒観、教材

観、指導観） 

【単元設定の理由】 

世界は、今後ますますグローバル化が進むと予想される。児童が大人になる

頃には、国内外を問わず多様な文化や価値観が混在する中で活動することが一

層日常的なものとなる。このような社会の中で生きるには、互いの文化や個性

を尊重し、誰かを排除することなく対話を通じて協働できる力が不可欠だ。そ

のためには、やはり「人との出会い」というものは重要だと考える。世界には

多様な文化や価値観があることを知るとともに、それを自然なこととして受け

止める心を育みたい。また、「知る」大切さを学ぶとともに、児童がさらに視野
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を広げ、今後の自分の生き方について考えるきっかけとなるようにしたいと思

い、本単元を設定した。 

 

【単元の意義】 

ザンビア共和国に渡航する前に、本学級の児童に行った事前アンケートで半

数以上が「外国人が国内に増えるのは不安と感じる」と回答した。これは、情

報源がインターネットやSNS中心であること、あるいは「知らないこと」への不

安や思い込みが背景にあると考えられる。不安はあって当然であるが、「知る

（学ぶ）」ということで、「知らないこと」から来る不安を解消できることを

学ばせられる。また、日本とザンビアの相違点を知ることや他者との対話を通

して、文化や価値観の多様性は自然なことであることに気付くことができる。

その上で、他者とどのように共生していけばよいのかを考えられることが本単

元の意義である。 

  

【児童観】 

 児童はこれまでの総合的な学習の時間（テーマ：「人に出会う・夢に出会う」）

を通して、本単元の学習基盤となる重要な力を育んできている。１学期の～会

津若松を通して～では、実際に会津若松市に行き、人と関わる（知る）という

体験を通して、地域の魅力や共に活動する友達の良さを見出すことができた。

２学期の～スチューデントシティを通して～では、仮想社会での会社経営や生

活体験を通して、相手のことを考えたり、自分の会社のことを考えたりと互い

の立場を考えて行動する大切さを学んだ。また、皆で話し合い、協力して課題

を乗り越える大切さを学んだ。これにより、社会が互いに支え合って成立して

いる構造を理解するとともに、交流の少なかった友達とも積極的に対話するコ

ミュニケーション能力の向上が見られた。 

 

【教材観】 

実際に担任が現地で得てきた写真や動画を見たり、ザンビアのグッズに触れ

たりすることでザンビアという国を身近に感じながら学習することができる。

授業では、児童同士の対話の時間を多く取り入れるため、多様な価値に触れら

れる機会となる。対話活動が単なる意見交換ではなく、主張と折り合いを付け

なければならない答えのない題材になっている。 

 

【指導観】 

指導にあたり、日本とザンビアの生活や文化を比較する際は、優劣ではなく

「自然な多様性」として捉えることができるように配慮する。また、ザンビア

の社会課題に対して、自分事として捉えられるようにザンビアの人からの相談

事をミッションカードにしたり、人物カードを使用したりして、工夫して指導

する。これまでの学びで得た「知る」ことの良さを、ザンビアをはじめ世界の

国々、身近な人々に対しても生かせるようにしたい。本単元を通して、「知る

（学ぶ）」面白さに気付き、学習意欲を高めるとともに、異文化や多様な価値
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観を持つ他者との交流を楽しむことのできる児童の育成を目指す。また、より

よい社会を築くために自分ができることを具体的に考え、行動できる力を育成

したい。 

5. 単元計画（全 ７ 時間）  

時 『小単元名』・学習のねらい 学習活動 資料など 

事前 

渡 航

前 

 

渡 航

後 

 

・ザンビアについて 

 

・自分の気持ちについて知る。 

・事前アンケートを取る。 

「ザンビアについて気になること」 

 

「何のために勉強をするのか」 

「これからの未来をどのように生きた

いか」 

これまでの総合的な学習の時間で学ん

だことを踏まえて今の気持ちを書く。 

 

・ワークシート① 

 

・ワークシート② 

１ 

 

『世界について知ろう』 

・世界の実情について知る。 

・DEAR 開発教育教材「世界がもし 100

人の村だったら」を使用し、世界の人

口の変化や大陸ごとの人口の分布や

密度、貧富の差について疑似体験し

ながら学ぶ。 

・DEAR 開発教育

教材 

・役割カード 

・椅子、紙 

・振り返りシート 

２ 

 

 

 

３ 

『ザンビアについて知ろう』 

・日本とは違う生活があること

について知り、互いの良さに

ついて考える。 

・話を聞く前と後のザンビアに

対するイメージの相違から

「知る」ことの大切さに気付

く。 

・「不平等」じゃない世界って？ 自分

にとっての幸せについて考え、友達

と共有する。 

・教師の体験談を聞いたり、現地で撮っ

た写真や動画を見たりして、ザンビ

アの生活について知る。 

・日本とザンビアの共通点や相違点、両

国の良い面や課題面について伝え合

う。 

・写真や動画 

・ザンビアグッズ 

（シマ棒、国旗、

マラカス、チテ

ンゲ等） 

・振り返りシート 

４ 『“ちがい”について考えよう』 

・他人事ではなく、「同じ地球市

民として」という視点で考える

ことができる。 

・互いの価値観の違いに気付く。 

・日本とザンビアの生活環境や文化の

違いを示したカードを使って、グル

ープで話し合い、「あっていいちが

い」「あってはいけないちがい」「どち

らともいえない」に分類する。 

・話し合いの中で、一番迷った／不平等

さを感じたカードについて全体で共

有する。 

・ちがいのちがい

カード 16種類 

・Y チャートシー

ト 

・振り返りシート 

５ 

本時 

『課題とどう向き合うか考えよ

う』 

・互いの価値観が違うことを踏

まえ、どのように協働して、課

題と向き合うかを考える。 

・コンパウンドの問題点を知る。 

・住民の思いを知る。 

・座標軸を使って、もし自分がその地

域の住民だったら、どの問題から取

り組むかをグループで話し合う。 

・写真と動画 

・ミッションカー

ド 

・住民の声カード 

・振り返りシート 
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・課題を解決するためには、互いの願

いを共有し、立場を超えて知恵と力

を出し合うことが大事だということ

を知る。 

６ 『地球市民の一員としてどう生

きるか』 

・学ぶこと／力を付けることで

できることが増えることに気

付く。 

・よりよい社会を築くために、自

分はどうしていくべきか、何が

できるかを考え、行動しようと

する。 

・国際協力とは何か知る。 

・JICA や NGO がザンビアで取り組んで

いる活動について知る。 

・日本人スタッフがどんな思いや考え

を持って働いているのかを知り、将

来の自分の生き方のヒントにする。 

 

・現地とオンライ

ンをつなぐ 

・振り返りシート 

 

７ 『これからどう生きるか考えよ

う』 

 

・事後アンケートを取る。 

「何のために勉強をするのか」 

「これからどう生きたいか」 

・ワークシート② 

 

 

6．本時の展開（５時間目） 

本時のねらい：互いの価値観が違うことを踏まえ、どのように協働して、課題と向き合うかを考える

ことができる。 

過程・

時間 
教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

導入 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．これまでの学習を振り返る。 

○前回の「“ちがい”について考えよう」で“ち

がい”について考えましたね。ちがいと言っ

ても種類がありました。 

・あっていいちがいとダメなちがい。 

・受け入れるちがいと課題のちがい 

 

○課題のちがいでいちばん不平等さを感じた

ことはどんなことですか。 

・ちゃんとしたトイレがないこと。不衛生すぎ

て心配になる。 

・ごみを分別しないから、環境にも悪い。 

・学校に通えないこと。 

・12歳で結婚しないといけないこと。 

・日本はボタンを押せば電気が通るのに、ザン

ビアは 4時間しか通らないこと。 

・ザンビアは進化が遅いこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時までの学習で児童

が感じてきたことを本

時につなげられるよう

に、児童の感想を紹介

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「“ちがい”につ

い て 考 え よ

う」の児童の

振り返りシー

ト 
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展開 

35 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本時の課題を確認する。 

 

 

３． コンパウンドの問題について知る。 

○子供達の住んでいるところを見てみましょ

う。 

・すごいところに住んでいる。 

・道路がひどい。 

・汚い。 

 

〇よりよい生活を送れるようにするために、

みんながここに住む住民だったら何から取

り組みますか？ 

 

 

 

○５つのうち、まず何から取り組めばよいと

思いますか。自分の考えを書きましょう。 

・水道→命に関わることだから。 

・ごみ→これならすぐにできそう。 

（条件、コンパウンドの詳しい情報、住民の声

を伝える。） 

 

 

 

 

 

４．グループで優先順位を考える。 

○どのプロジェクトから取り組めばよいと思

いますか。 

・道路→けがをしたり、病気になったりしてい

る人もいるから。電気がなくても安心して

歩けるようになる。病気がなくなって死ぬ

人が少なくなる。外部から人も来やすい。活

動できる人が増えてできることが増える。

道路を作る技術を教えられる。 

・教育→大人も子どもも教育を受ければ仕事

をしてお金を稼げるようになる。収入が増

えれば子どもを学校に行かせられるし、子

どもが働かなくてもすむ。 

 

 

 

 

・現地の様子が伝わりや

すいように動画を使用

する。 

 

 

 

 

・ザンビアの人からの相

談事をミッションとす

ることでやる気を持っ

て課題に取組めるよう

にする。 

 

・条件や詳細情報を加え

短絡的な考えにならな

いようにする。 

・様々な人物の思いを基

に、多面的にコンパウ

ンドの問題に向き合え

るようにする。 

・授業を参観する先生方

も大人の住民として意

見を述べてもらう。 

 

 

・ザンビア人の立場に立

って、課題について考

えられるように声掛け

する。 

・技術とお金の援助がも

らえるなら、それを活

用してどう発展につな

げるか、考えに揺さぶ

りをかけられるように

声掛けをする。 

・選んだプロジェクトに

よって、他にどのよう

な波及効果があるのか

 

 

 

 

・コンパウンド

の動画 

 

 

 

 

 

・ミッションカ

ード 

・振り返りシー  

ト 

 

 

・コンパウンド

の写真 

・住民の声カー 

ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題とどう向き合うか考えよう。 
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まとめ 

5 分 

 

 

○「よりよい生活」とはどういうことなのか？

一つのプロジェクトに取り組むことで、他

の事とどう関連があるのかも考えてみよ

う。 

５．全体で共有する。 

○グループで出た意見を伝え合いましょう。 

・水道→水道を整備することで、いろいろな病

気がなくなり、井戸に水くみに行く手間が

なくなる。学校に行けるようになったり、畑

を作って食べ物を育てたりすることができ

る。未来が明るくなる。 

 

６．本時のまとめをする。 

・教師の説話 

「よりよい生活を送るために大事なこと」

とは何か？豊かになること？お金をたくさ

ん稼ぐこと？便利になること？みんなで

「こういう地域にしたい」っていう思い。

そして、それに向かってみんなで考えて、

意見を出して、協力することだと思う。 

・自分の周りに目を向けると課題がたくさん

ありますね。例えば、「よりよい福室小に

するためには？」「よりよいクラスにする

には？」どう向き合っていったらいいのか

な。 

・今どんな課題があるのか気付くこと、未来

を想像することも大事だね。 

・振り返りをする。 

にも考えを巡らせられ

るように声掛けする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返りシー 

ト 

7．本時の振り返り 

〇テーマについて 

本時の授業を計画する上で一番悩んだのが、授業内容とゴー

ルである。本時の中心となる活動は、ザンビアのコンパウンドの

抱える課題について話し合うことである。しかし、ザンビアの課

題は、日本の子供たちにとって実感を伴いにくく、想像すること

さえ難しい内容である。そのため、児童は果たしてザンビア人々の立場に立って考え、意味のある話

し合いが成立するのか、単なる空想的で表面的な話し合いで終わってしまうのではないかと危惧して

いた。しかし、前時までの積み重ねがあったことで、児童はザンビアの人々の状況や立場を考えなが

ら話し合いを進めることができていた。話し合いの中で、教育を選んだグループが、「水道も大事だ

けど、それよりも水のろ過の仕方や水道の直し方を学校で教えてもらった方がいいんじゃないか。」

「道路を直すことで、外部から人が入って来やすくなり、いろんな支援を受けられるのではないか。

住民も外に出ていきやすくなるし、子供も安全に学校に行ける。」「水道から取り組めば、畑を耕して
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野菜も作れるし、それで収入も得られる。」などと、これまでの自分の経験や知識を生かしたり、他

の課題と関連させながら考えたりする姿が見られた。この姿を見て、子供たちのこれからの未来も予

想がつかないものかもしれないが、今回の授業のように想像力を働かせて課題に向き合う力があると

感じた。 

 

〇ワークシートについて 

 優先順位を決める際に思考を整理するためのワークシートについて、児童がどのような形式であれ

ば考えをまとめやすいのか何度も検討した。下記資料①から③へとワークシートを改良した。①の形

式では、初めて座標軸を使用したことに加え、「発展度」「取り組みやすい」といった抽象的な語句の

理解が難しく、児童にとって何を基準に判断すればよいのかがあいまいであった。次に②の形式では、

一つの課題から派生して解決できる課題を広げていくことはできたものの、他の課題との関連に気づ

きにくいという課題があった。課題同士のつながりを俯瞰して捉えるには、と最終的に③の形式にし

た。また、補足資料として④の考え方、⑤発表の仕方カードを例示した。 

 

〇本時のゴール 

本時のゴールとして、「自分ごととして考えてほしい」という思いが強く、授業の振り返りで「では、

よりよい福室小にするためには」という視点で考えさせた。しかし、ザンビアの課題と学校の課題で

は性質が異なり、特に学校の課題は内面的なものであり、同列に考えるのは難しいという助言をいた

だいた。本時のゴールは素直に授業を行った感想でよかったと思った。 

 

 

 

 

①             ②                    ③ 

   

④                         ⑤  
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＜授業の様子・振り返り＞ 

・課題を解決するためには、一つのことを解決すれば終わりではなく、多角的に物事を考えなければな

らないことに気づいていた。 

・話し合いをする良さを感じていた。 

  

    

   

   

8. 学習方法及び外部との連携 

〇多様な価値に触れられる機会づくり 

児童同士が対話する時間を多く取り入れるために、「ちがいのちがい」のカードやミッションカー

ドを用いて、グループで一つの答えを出す形式で授業を行った。この活動を通して、児童は自分とは

異なる多様な意見や考えに触れることができた。またグループで、自分たちがもやもやしながら出し
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た答えだったからこそ、「他の班はどう考えたのだろう」と他者の意見にも自然と関心を寄せる姿が

見られた。こうした関心が、教室内にとどまらず、「他のクラスは？」「別の学年だったら？」「保護

者だったら？」「他の学校だったら？」と学年や学校、立場を超えた交流ができればもっと面白くな

ると思った。今回の教師海外研修は、東北地方の小・中・高の教員が集う研修である。このつながり

を生かし、互いの意見をお交換する場を積極的に持ちたいと思った。 

 

〇JICAザンビア事務所によるオンライン授業の開催 

JICAザンビア事務所・泉次長によるオンライン授業を実施した。①JICA

がザンビアで取り組んでいる具体的な活動内容を知ることを通して、「国際

協力とは何か」を資金援助だけでなく、「人づくりや自立支援」の側面から

具体的に理解する。②現地で働く日本人スタッフの仕事への思いや考えを

知り、地球市民の一員として将来の自分の生き方を考えるヒントにする。

この二つをねらいとし、生の声を届けたいと思い実施した。その中で、「国際協力とは、お互いに助

け合っている。困ったときはお互いさま。」「自分の好きなこと、得意なことが世界で役に立つ」とい

うメッセージが特に心に残ったようだ。 

 

＜児童の感想＞ 

 

 

 

9. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

○公開授業の実施 

全授業を公開授業とし、教職員が自由に参観できる体制を整えた。また、本時では、国際理解推進

課の担当者や他校の教職員にも参観いただいた。これにより、多様な視点や助言をいただけることが

でき、授業改善につなげることができた。 
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 ○グッズの展示 

６学年の廊下にザンビアグッズを展示した。教科書やユニフォーム、通貨、菓子、国旗、チテンゲな

どを置き、いつでも手に取れるようにした。他学年の児童も興味を示す姿が見られた。 

 

○掲示による学びの共有 

 ６学年３学級で授業を実施したので、他の学級ではどのような意見が出たのか、学びを共有できる

ようにし、多様な考えに触れられるようにした。 

  

＜ザンビアグッズコーナー＞    ＜学びの跡＞ 

 

【自己評価】 

10. 苦労した点 

 

「ザンビアについて知ろう」では、伝えたいことが多すぎて、内容をしぼること

に苦労した。結果として、大量の情報を一方的に伝えることが多くなり、児童が聞

くだけの授業になってしまった。児童が話を聞いて、「へぇ～」で終わらず、もっ

とザンビアを楽しめる体験やよりザンビアを身近に感じられる取り組み行えれば

よかった。 

11. 改善点 「かわいそう」「大変だ」「日本は恵まれていると改めて思った」「募金したい」

という感想が児童から何度も出たが、この感想から一歩先へと考えを深める授業を

組み立てることができなかった。より踏み込んで「どうして国によって状況にちが

いがあるのか」といった、“なぜ？”の問いに向き合う時間を設けたり、「募金をし

たい」と考えた児童に対して、どこへ、何のために募金をするのかを考える機会を

つくったりすれば、より実りある学びにつながったのではないかと感じている。思

考を発展させるための問いかけや導き、そしてそれらをつなげていく授業展開が十

分にできなかったことは、今後の改善点である。また、「知った」で終わらせず、

学んだことを基に行動へとつなげる機会を設けることの重要性にも改めて気づか

された。 

12. 成果が出た点  単元を通して、児童が世界に目を向けるきっかけづくりができたことが大きな成

果だ。そのことを通して、児童の心、考え方に変化が出たことがうれしい。 

児童の変容① 海外ってちょっとおもしろいかも？ 

A: 授業の前は他の国には興味がなかったがザンビアについて勉強していったら

「他の国はどんな感じなんだろう」と興味を持った。 

B:世界のことをしっかり深くまで学習する機会はあまりなかったから、外国のこと

を知れるのは興味があった。 
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C:授業を受ける前まで関心を持っていなかった世界のニュースにもちゃんと目を

向けてみようと思った。 

 

児童の変容② 未来の社会について 

 本授業が始まる前、本学級の児童に行った事前アンケートで半数以上が「今後、

外国人が国内に増えるのは不安と感じる」と回答した。それが、事後アンケートで

は、質問項目は違うものの、外国の人と接したり、一緒に生活、仕事をしたりする

ことになる未来の社会について、ポジティブな意見を持つ児童が多くなった。 

＜児童感想＞ 

D:未来の社会は少し不安だけど、外国の人との交流などが楽しみになった。また、

世界についてもっと知りたいという児童が増えた。 

E:いろんな国の人と生活したり仕事したりすることが多くなるということはもっ

と外国のことを知ることにもなるし、いま外国から見た日本も知ることができる

様になるということだと思うので、外国と生活や仕事をすることが多くなるのは

とても素晴らしいと思いました、ですが、外国人はポイ捨てや写真を撮るために、

道路の真ん中にいるなどの迷惑行為をするというニュースもたまにみるので、そ

ういった点はだめだと思います。なのでルールを守ったうえでとても素晴らしい

社会になると思います。 

 

児童の変容③ 「自分のため→社会のために」 

 何のために働くのか、事前に問いたところ、「お金のため」「生活するため」「自

分のため」と自分に向いていた視点が「自分がしたいと思う仕事をするという考え

から人々の役に立ちたいという考えに変わった。」と周りのためにという視点に変

化した。 

   

 

児童の変容④ その他心の変化 

F:外国の方は怖いのかなと思ったけどみんな優しいと思った。 

G:最初ザンビアはまるで砂漠みたいな所だと思っていたけど動画や話を聞いてい

くうちにザンビアの人たちはとてもフレンドリーで素敵だなぁと思った。 

H:自分の考え方、今までは多くの国で清潔な水が飲めたりするのが当たり前だと思

っていたことがあるけれど、それが当たり前じゃないことを知ってなにかできる

ことがないかを考えるようになった。 
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I:前までなんとなくで考えていたのですが、後の場合は真剣に考えなければならな

いとなった。 

J:外国には、あまり関心がなくて外国のどこかが戦争してるなーとしか思っていま

せんでしたが、ザンビアのことを知った時、外国にはとても貧しくて苦しい国が

あることを知りました。その時に僕は、ザンビアにしてあげれることはなにかな

いか、など外国に優しい感情が出ました。僕は外国にあまり興味がなかったのに

優しい感情が出たのです。 

13. 学びの軌跡

（児童生徒の反

応・変化、感想文、

作文、ノートなど） 

 

①世界について知ろう 

 

 

②ザンビアについて知ろう 

  
 

 

 

・このまま人口が増えていって、食料や土地の取り合いになったりしたら、貧

富の差などで戦いなどにならないか心配。 

・国によってお金持ちか貧乏かが決まるのはいやだった。 

・「なんでそんなに人や地域で差がうまれるのだろうか。みんなが平等に生活

できないのはなぜか」と思った。 

・小学校に行けない子やお金がない子など、世界にはいろいろな子がいるんだ

と思った。 

・学校に行くことができるのは幸せ／嬉しいとより感じた。 

・ぼくが知らないだけで、世界にはいろんな人がいることを知った。 

・自分たちは、「当たり前のことをできない子がたくさんいる」って知ってい

るのに、何もできないのがくやしい。 

・家があることを当たり前に思ってしまっていた。でも当たり前って思ってい

る物が全部当たり前ではないことが分かった。 
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＜日本とザンビアの相違点・共通点、課題＞  

  

 

③ちがいについて考えよう 

  

パンパース：あまりいろんな人種のものがあったら迷うから困るし、もし、ある人

種のものだけ売れ残ったら、それは悲しい。 

 

  

  

  



 

14 

 

机：3人で１つの机を使うと教科書を広げられないから迷惑になる。／３人で座れ

ば仲良くなるきっかけになっていい。 

結婚：好き同士ならいい。／勉強できなくなるからダメだ。 

14. 授業者による

自由記述 

『伝えるのではなく、考えさせる』 

研修中、引率の先生からこの言葉をいただき、私の視界は一気に開けた。それま

での私は、「もっと子供たちに世界に目を向けてほしい、知ってほしい」という思

いばかりで、なぜ知ってほしいのかということまで深く考えていなかった。私の役

割は、ザンビアの情報をただ伝えることではなく、そこから「なぜだろう」「もし

かして」と一緒に考える場をつくることなのだと学んだ。そこから、自分自身も様々

な疑問を持てるようになり、自分の考えを広げるきっかけとなった。国によって置

かれた状況がなぜ違うのかなど、「背景を考える」姿勢は、児童とともに大切にし

ていきたい視点である。この姿勢は、世界の問題だけでなく、身近な人と関わると

きにも欠かせない。人の行動には必ず理由があり、表面だけを見て判断すると誤解

が生まれやすい。たとえば、返事がそっけない子がいても、その裏には家庭での不

安や体調の悪さなど、本人にしかわからない事情があるかもしれない。相手の置か

れた状況を想像することは、相手を尊重し、違いを受け入れる姿勢につながる。多

様な価値観や環境をもつ人と共に生きるうえで、この想像力は欠くことのできない

力だと感じている。この大切さをこれからも児童に伝えていきたい。 

 

参考資料： 

『チョコレートを食べたことがないカカオ農園の子どもにきみはチョコレートをあげるか？』 

木下理仁著（旬報社） 

『ワークショップ版 世界がもし 100人の村だったら第７版』DEAR開発教育教材 

 

【授業資料:③“ちがい”について考えよう】 
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【授業資料:⑤課題とどう向き合うか考えよう】 

  

 


